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融解現象 とそ-の周辺 - はじめに
九大理 栓 田 博 嗣
本研究会を開くに当って,少しく基研における研究会のあとなどを振返ってみたい｡
1963年 12月,成人学校 ｢地球 と物性物理｣が開かれ,小野周氏が惑星内部の状態
を推定する上に基礎 となる物性の問題 として,高温,高圧下の状態方程式,相平衡,輸送
係数の研究の重要性 を指摘 している｡ これに引続いて, 1965年, 1966年に基研研
究会 ｢地球 と惑星｣が開かれているが,その主眼はむしろ太陽系の生成過程の分類 と惑星
の層状構造などの問題にあり,統計物理学者の一般的な関心を喚起するには至らなかった.





翌 1969年9月に ｢液体は固体 とどう違 うか｣と云 う研究会 を開いた｡
この研究会の内容は ｢物性研究 13(1970),Fl｣に報告されているように,種々の面
からの･テーマ-の接近が試みられている｡ 筆者は,原子対ポテンシャルとして' ¢｡(r)
- cr~n (C>O,n≧3,rは原子間距離 うなる斥力部分 と引力 としてKac ポテン








モデルを解析 し,やはりその可能性があることを指摘 した｡ここで前者 をOne-Species





















か｣と云う研究の一部 としても捉えることが出来る｡ 因みに恒藤氏 と私は斥力のみからな
る原子対ポテンシャルをもつ系では off-diagonal long range orderをもつ結晶であ
るいわゆる S岬 rSOlidがあ り得 るが'現実のHC4では supersolidは多分存在 しな_V､と
指摘 したが,最近, Liu氏 とFisher氏はモデルパラメータのきめ方によっては存在す る
可能性 もあ~るとしている｡
融解現象 とその周辺についての接近法は上に述べたものより拓いものがあることは云 う
までもない｡今後は上記のような研究が更に進められると共に, ｢現実の物質の分子間相
互作用,特に高密度におけるそれはどんな特徴をもつか｣という研究が育子論的 レベルか
らも解明されて行 くことも望ましいことの一つであろう｡
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